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（基本情報）
氏名：佐藤秀夫
最終所属部局・職名：経済学研究科・教授
生年月日：1949 年 1 月 5 日
（学歴・職歴情報）
出身学校：東北大学経済学部
出身大学院：東北大学大学院経済学研究科
取得学位：博士（経済学）
略歴（学歴）
1967 年 3 月 福島県立福島高校卒業
1967 年 4 月 東北大学経済学部経済学科入学
1972 年 3 月 同 卒業
1972 年 4 月 東北大学大学院経済学研究科修士課程入学
1974 年 3 月 同 修了
1974 年 4 月 東北大学大学院経済学研究科博士課程入学
1977 年 3 月 同 単位取得退学
1979 年 4 月 東北大学大学院経済学研究科研究生（1980 年 3 月まで）
1993 年 10 月 東北大学より学位取得、博士（経済学）
略歴（職歴）
1977 年 4 月 東北大学助手（経済学部）
1979 年 3 月 同 退職
1980 年 4 月 岩手大学助教授（人文社会科学部）
1995 年 4 月 同 教授
1997 年 4 月 東北大学経済学部教授
1999 年 4 月 東北大学大学院経済学研究科教授
（研究活動に関する情報）
専門分野：経済学
研究課題：国際経済分野（外国貿易、対外直接投資、現代世界経済など）
所属学会：日本国際経済学会、経済理論学会、東北経済学会
学会活動：日本国際経済学会幹事（2002-2004 年）、同理事（2004-2014 年）
（教育活動に関する情報）
担当授業科目：国際経済講義・同演習（学部）、国際経済論特論・同演習（大学院）
（大学運営に関する情報）
学内委員等：経済学部副学部長・副研究科長、教務委員長、学部入試検討委員会委員長
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（研究業績リスト）
著書（単著）
『国際分業=外国貿易の基本論理』創風社、1994 年（全 vi+247 頁）
『国際経済の理論と現実』ミネルヴァ書房、2001 年（全 vii+291 頁）
『国際経済―理論と現実―』ミネルヴァ書房、2007 年（全 ix+250 頁）
著書（共著・共編著）
木下悦二・村岡俊三編『国家・国際商業・世界市場』有斐閣、1985 年（第Ⅱ部 5「外
国貿易の必然性をめぐる論争」執筆）
村岡俊三・佐々木隆生編『構造変化と世界経済』藤原書店、1993 年（第 1 章「世界経
済の構造変化と日米経済」執筆）
奥泉清・佐藤秀夫編『90 年代の世界経済』創風社、1995 年（第 1 章「日本経済」、第
２章「アメリカ経済」、第５章「国際資本移動の新展開」執筆）
石田・板木・櫻井・中本編『現代世界経済をとらえる：第 5 版』東洋経済新報社、2010
年（第 8 章「国際収支と国際投資ポジション」執筆）
共訳書
Ｍ・マサラート／村岡俊三・佐藤秀夫訳『エネルギーの政治経済学』有斐閣、1985 年
（Mohssen Massarrat, Weltenergieproduktion und Neuordnung der Weltwirtschaft, 1980、
全 xvi+324 頁、共訳）
Ｊ・ゼレニー著／島崎隆・早坂啓造監訳『弁証法の現代的位相－合理性の歴史と論理
－』梓出版社、1988 年（Jindrich Zeleny, Dialektik der Rationalit‰t, 1986、「はじめ
に」「第１章」「第４章」担当）
ヴォルフガング・パーぺ編／田中素香・佐藤秀夫訳『東アジア 21 世紀の経済と安全
保障』東洋経済新報社、1997 年（Wolfgang Pape ed., Shaping Factors in East Asia by
the Year 2000 and Beyond, 1996、全 xv+232 頁、共訳）
論文（いずれも単著）
「戦前日本の対中国投資－日本の資本輸入を念頭に置いて－」東北大学『研究年報経
済学』第 39 巻第 1 号、1977 年
「国際競争と対外直接投資－戦後日本の繊維産業を事例として－」東北大学 『研究
年報経済学』第 40 巻第 2 号、1978 年
「独占的企業における商品輸出と対外直接投資の関連について」東北大学『研究年報
経済学』第 41 巻第 1 号、1979 年
「国際価値論とその上向的展開（上）」岩手大学『アルテス・リベラレス』第 28 号、1981
年
「国際価値論とその上向的展開（下）」岩手大学『アルテス・リベラレス』第 29 号、1981
年
「世界市場における地代の論理（上）」岩手大学『アルテス・リベラレス』第 33 号、1983
年
「世界市場における地代の論理（下）」岩手大学『アルテス・リベラレス』第 34 号、1984
年
「国際経済論における地代論の適用」国際経済学会『国際経済』第 36 号、1985 年
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「多国籍企業の在外付加価値生産について」岩手大学『アルテス・リベラレス』第 41
号、1987 年
「対外直接投資の新展開―アメリカを中心にみた 1980 年代前半の動向―」岩手大学
『アルテス・リベラレス』第 42 号、1988 年
「現段階の多国籍企業」『世界経済評論』第 32 巻第 9 号、1988 年
「いわゆる『国際的搾取』について」岩手大学総合研究委員会編『現代思想の多元的
諸相』、1989 年
「Ｆ.Ｄ.グレアムの国際価値論」岩手大学『アルテス・リベラレス』第 46 号、1990 年
「国際価値関係の基本構造」岩手大学『アルテス・リベラレス』第 48 号、1991 年
「中間財貿易の基本構造」東北大学『研究年報経済学』第 53 巻第 1 号、1991 年
「国民的生産性格差概念の再検討」国際経済学会『国際経済』第 42 号、1991 年
「生産性の変動と国際価値関係の変動」岩手大学『アルテス・リベラレス』第 49 号、1991
年
「シンガー・プレビッシュ命題と国際価値論」東北大学『研究年報経済学』第 54 巻
第 1 号、1992 年
「外国貿易と直接投資」岩手大学『アルテス・リベラレス』第 51 号、1992 年
「日米経済の国際価値論モデル－ 1973 年と 1989 年－」岩手大学『アルテス・リベラ
レス』第 53 号、1993 年
「国際価値関係の貨幣的側面」東北大学『研究年報経済学』第 55 巻第 4 号、1994 年
「貿易ルールとコメ自由化問題」日本科学者会議『日本の科学者』第 29 巻 9 号、1994
年
「『多国籍企業』と『平成不況』をめぐって－本誌第 1 号および第 2 号所収論文に寄
せて－」『経済と社会』第 3 号、1995 年
「均衡為替相場と購買力平価－連続多数財リカードゥモデルに即して－」東北大学『研
究年報経済学』第 60 巻第 1 号、1998 年
「マルクス再生産表式と均衡蓄積経路」東北大学『研究年報経済学』第 61 巻第 4 号、2000
年
「再生産構造の効率性－経済成長論の一論点－」東北大学『研究年報経済学』第 64
巻第 4 号、2003 年
「ベンチマークサーベイデータに見る米国多国籍企業の展開― 1966 年から 2002 年ま
で―」東北大学『研究年報経済学』第 67 巻第 1 号、2005 年
「ベンチマークサーベイデータに見る在米外国子会社の展開― 1974 年から 2002 年ま
で―」東北大学『研究年報経済学』第 67 巻第 2･3 号、2006 年
「交易損失と外需依存と低賃金指向型 FDI ―グローバリゼーション下の日本経済」経
済理論学会『季刊 経済理論』第 45 巻第 3 号、2008 年
「米国の経常収支問題によせて」北海道大学『経済学研究』第 58 巻第 3 号、2008 年
書評
渋谷将著『経済学体系と外国貿易論』1981 年、青木書店（『世界経済評論』第 25 巻第 7
号、1981 年）
富塚良三・吉原泰助編『恐慌･産業循環（上）（下）』1997-98 年、有斐閣（『書斎の窓』
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第 476 号、1998 年、田中素香と共同書評）
宇仁宏幸著『制度と調整の経済学』2009 年、ナカニシヤ出版（『季刊 経済理論』第 46
巻第 4 号、2010 年）
村岡俊三著『グローバリゼーションをマルクスの目で読み解く』2010 年、新日本出版
社（『経済』2010 年 12 月号）
佐々木隆生著『国際公共財の政治経済学』2010 年、岩波書店（一橋大学経済研究所『経
済研究』第 62 巻第 4 号、2011 年）
石田修著著『グローバリゼーションと貿易構造』2011 年、文眞堂（『世界経済評論』2012
年 3･4 月号）
山本和人著『多国間通商協定 GATT の誕生プロセス』2012 年、ミネルヴァ書房（『社
会経済史学』第 79 巻第 1 号、2013 年）
